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1 目的・概要

2 試験の特徴

3 試験治具

4 試験方法

5 試験条件

●試験圧力 ： 最小３５ｋＰａ（０．０３５ＭＰａ）(SHASE-S 206に準拠)

●保持時間 ： 最短１５分(SHASE-S 206に準拠)

●判定条件 ： 漏れのないこと

設備工事情報シート 衛  生 Ⅲ－P－６

日建連

　空気調和衛生工学会・給排水衛生設備基準：SHASE 206には、満水試験では試験圧力は最小30kPa、
保持時間は最小60分と規定されているが、気圧試験では試験圧力は最小35kPa、保持時間は最小15分
であり、試験時間も短縮できる。

注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません

小島製作所編検査要領 防水継手用 満空（気圧）試験治具

　排水系統の漏れ試験には「満水試験」が一般的に行われているが、満空（気圧）試験治具は、排水
管の漏れを空気圧によって試験するもので、満水試験に比べ簡便に行うことができ、かつ水を使用し
ないので環境にやさしい試験方法である。以下に、満空（気圧）試験治具の紹介と試験要領を示す。

閉塞箇所 

漏れ検査箇所 

閉塞箇所 

 SHASE-S206に適合した掃除口継手 
”COS-M”(立て管径と同径の掃除口)を 
利用することにより、防水継手の満空試験が可能となります。 

 上記掃除口継手に適合する防水継手用満空試験治具 
”LTCOSM80,100,125”をご使用下さい。 
 

漏れなし 

漏れあり 



6 試験手順

7 満空試験に必要な用具

8 問い合わせ先

㈱小島製作所　本社／名古屋：　TEL  052-361-6551   FAX  052-361-6556

㈱小島製作所　MCC／東京：　   TEL  050-3732-9412  FAX  03-5652-6355

日建連

資　　料

注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません

エアポンプまたはエアコンプレッサで適正圧力 

（上表テストプラグの空気圧目安参照）まで 

エアを注入して膨張させる 

適正圧力（上表テストプラグの空気圧目安参照）まで 


